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論 文 の 要 旨 
本論文は、ソロモン諸島マライタ島南部アレアレ地域の在来音楽である竹製パンパイプ合奏をめぐる人々の
実践活動に焦点をあて、アレアレの人々にとって竹製パンパイプが媒介する文化的他者との出会いがどのよう
に経験されるのか、そのことを民族誌的に明らかにすることを主題とするものである。そして最終的に、当該
地域における在来音楽のあり方と、グローバルな音楽産業における音楽のあり方が出会い、媒介され、相互に
作用する文化的構造を明らかにすることを本論の目的としている。グローバルな音楽産業は世界各地の在来音
楽を自らの制度に組み入れ、技術的合理化を通してそれらを標準化することによって、多様な在来音楽を変容
させてきている。本論文はそうしたグローバル化時代の音楽を通した文化的出会いの様相を、ソロモン諸島の
一地域社会で実践されている在来音楽の事例を通じて現地の人々の側から捉え直す試みである。 
 本論文は全体で次の 7 章で構成されている。序章では研究目的、調査の概略について述べ、第 1 章で理論
的背景の考察、第 2 章で調査対象の人々の生活や竹製パンパイプに関する概説を述べ、第 3 章～第 5 章で個
別的テーマに関する民族誌的データを検討し、第 6 章において本論全体にかかる考察を行っている。 
序章 
第1章  理論的背景：文化的出会いと音楽的媒介 
第2章  民族誌的概観：今日のアレアレにおける「混淆した生活」 
第3章  伸縮する竹と音楽の模倣：竹製パンパイプの製作と演奏 
第4章  竹製パンパイプと強運：アレアレにおける富と開発への期待 
第5章  森の中のレコーディング・スタジオと舞台の上の竹製パンパイプ 
第6章  結論 
第 1 章では、オセアニア島嶼における在来音楽の人類学的研究が文化的他者との出会いをどのように扱って
きたかということについて、アントワーヌ・エニオンによる媒介過程に関する議論、ジョージナ・ボーンによ
る人、組織、物なども含めた多様なアクター間の相互作用を媒体とする議論などを参照した上で「音楽的媒介」
という分析概念を析出し、本論文における基本的な分析枠組みとして提示した。 
第 2 章は、調査対象であるアレアレ地域の現況、および竹製パンパイプの概説である。ソロモン諸島、特に
マライタ島においては、伝統をめぐる独自の観念が、在来の社会文化的事象と近代的諸制度とを媒介する役割
を果たしてきた。筆者は、アレアレの人々は眼前に広がる熱帯雨林と日常生活の場を媒体として、在地の生活
の論理と近代的な経済論理の混淆的状況を管理することが求められており、近代以降、彼らがそのための試行
錯誤を繰り返していることを指摘する。さらに、現在のアレアレの人々が抱く「混淆した生活」という一般的
認識が、彼らにとっては竹製パンパイプを媒体とする文化的邂逅として経験されていることを示している。 
続く第 3 章から第 5 章は、竹製パンパイプをめぐるアレアレの人々の実践内容について具体的に論じた章
である。第 3 章は楽器を製作する技術的側面に焦点をあてた内容である。竹製パンパイプ合奏の商業化とグロ
ーバル化の過程で、伝統的な竹加工技法は、西洋音階に基づく調律という西洋音楽的要素や、マイクやスピー
カーといった音響機械技術と結びつけられてきた。筆者は、竹製パンパイプの技術的構成について、「伝統と
近代」という単純な 2 分法的区分によってではなく、効果的に聴き手を魅了することを念頭に置いた製作者・
演奏者双方の関心によって柔軟に技術的選択が決定されていることを指摘している。 
第 4 章では、竹製パンパイプの演奏による経済的活動について考察している。アレアレの人々が竹製パンパ
イプに高い価値を認めていることについて、筆者はその主要因として楽器そのものと演奏行為に注目するだけ
でなく、その楽器が演奏者と聞き手の相互行為を促し、聞き手を魅了することで演奏者に富をもたらす、一種
の呪術的効果を持ちうる点にもあると指摘する。このことは、竹製パンパイプが在地の経済活動とグローバル
に展開される市場経済とを媒介する役割を果たしている事実にも通ずる事柄として指摘されている。 
第 5 章では、2013 年 10 月から同年 11 月にかけて熱帯林に囲まれたアレアレ村落で行われた CD アルバム
のレコーディング事例を取り上げ、竹製パンパイプをめぐる出会いと媒介の様相を具体的に考察している。筆
者は、森の中に設置した即席のレコーディング･スタジオにおいて、竹製パンパイプに対するアレアレの人々
の捉え方、外国人音楽プロデューサーの捉え方、物理的な音に関する録音技師の捉え方の差異が､音楽のあり
方に関わる物質性についての捉え方の差異として、それぞれの言動や技術的行為を通して観察されたと述べる。
そのスタジオでは竹製パンパイプが演奏され、音楽としてレコーディングされる過程に居合わせた多様な人々
が、それぞれの他者にとっての音楽のあり方をいかに相対化し、各々自らにとっての音楽のあり方をどのよう
に拡張しているかについて、特に現地住民の立場に視点を合わせながら描き出している。 
第 6 章結論において、筆者は、ヴァルター・ベンヤミンとテオドール・アドルノによる「模倣」概念を用い
て竹製パンパイプの製作と調整、楽器としての同一化と個別化のプロセスを検討している。筆者は竹製パンパ
イプの演奏者たちが楽器の製作と演奏において祖先の音楽的（呪術的）実践と外来の音楽とを同時に模倣する
ことを試みており、そのことは現在と異なる自分たちの音楽のあり方へと自らを駆り立て、模倣を通じて新し
い他者を自らに組み入れ、変化する現実の中で自己を確保しつづける営みであると指摘する。アレアレにおい
て物事の変化、特に植民地化、キリスト教化、西洋化について語られるとき、「混ざる」という語彙が一般的
に用いられる。アレアレの人々は物事を常に「混ざった」状態として捉える傾向にあり、筆者はそのことをア
レアレ的認識の枠組みと述べる。本論文で取り上げたアレアレの竹製パンパイプの演奏者たちは、そのような
「混ざった生活」に導きうる出会いを竹製パンパイプによって媒介している。彼らは、外来の音楽のあり方を
客体化し、彼ら自身のやり方でそれを竹製パンパイプの諸実践へと接合させている。竹製パンパイプは模倣的
な混合物として常に人々によって作り直される過程にあることを指摘して、結論とした。 
 
審 査 の 要 旨 
１ 批評 
本論文は、ソロモン諸島マライタ島南部アレアレ地域の人々が、在来の民族楽器である竹製パンパイプを媒
体とする文化的他者との出会いをどのように経験し、竹製パンパイプの合奏とグローバルな音楽産業とをどの
ように媒介しているのか、その現代的様相を「音楽的媒介」と「文化的出会い」という 2 つの分析概念を用い
て民族誌的に明らかにした人類学的研究である。延べ 2 年 4 ヶ月間に及ぶ長期のフィールドワーク（参与観
察）によって得られた豊富な経験的データは、現地の社会構造、親族組織のあり方、宗教実践、土地所有制度
などの基本的な社会的諸要素、そして、本論の考察対象である竹製パンパイプの詳細な製作過程や調律活動、
人々と竹製パンパイプとの関係性など多岐におよび、オセアニア島嶼地域における在来音楽の一次資料として
の価値も極めて高い。特に筆者は、従来の研究において自明であった音楽作品の自律性や美学的あり方の普遍
性を議論の前提とせず、音楽を、聴衆、楽器の製作と使用、人と自然および社会環境との関わりを含む様々な
アクターに開かれ、絶えず再生産されるプロセスにおける出来事として捉えようとしている。そのような視角
からの民族誌はこれまでになく、現代オセアニア島嶼社会研究、現代社会における音楽などのパフォーマンス
の存在様態に関する人類学的研究に大きく貢献するものである。結論において筆者は、竹製パンパイプが「強
運の媒体」としてアレアレ社会の人々の中にあり、それが不確実な現金収入しか得られていない人々の現実と
将来の村落開発（多額の収入）とを媒介するものとして位置づけられている、という指摘は、グローバル化す
る現代オセアニア島嶼社会における伝統的要素と近代的実践との混淆的かつ複雑な関係性を示唆するものと
いえる。 
本論の分析軸の一つである文化的出会いについて、筆者は竹製パンパイプという楽器を通じた出会いに終始
考察の目を向けている。実際にアレアレの人々はその楽器の演奏を通じて伝統的、近代的双方の次元における
何らかの社会的効果を期待しているのであり、それに注目することへの妥当性に疑問の余地はないが、その楽
器から発せられる「音」そのものにこそ出会いの本質が隠されている可能性もあり、本研究をさらに発展させ
るためにもその点に関する考察の深化を課題として指摘しておきたい。そのことによって、本論文における民
族誌的研究の価値はさらに高められるはずである。 
 
２ 最終試験 
 平成 30 年 1 月 26 日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で合
格と判定された。 
 
３ 結論 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（国際政治経済学）の学位を受けるに十分な
資格を有するものと認める。 
